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主たる研究テーマ 

Principal Research Subject 
歴史的ヨーロッパにおける主権概念の批判的再構築 

 

平成 29年度は、今年度より科研費の採択を受けた「歴史的ヨーロッパにおける主権概念の批判的再構築」

研究を開始した。これは、『礫岩のようなヨーロッパ』（山川出版社 2016年 7月）によって得られた「政治

共同体と王の統治」と呼ばれる共和主義的な君主政の姿に即して、今日共有されている一元的な主権概念の

理解（ないしは主権国家の理解）を読み替えようとする試みである。「歴史的ヨーロッパにおける主権概念

の批判的再構築」の初年度にあたっては、今日の欧米歴史学界における先端的な研究動向（たとえば、J. 

Morrill & R. von Friedeburg eds., Monarchy Transformed (Cambridge UP, 2017）など）を精査する一方

で、近世のスウェーデン・デンマークにおける主権概念の展開について基本的な情報を整理した。それらの

成果は、次年度初頭に開催される歴史学研究会合同シンポジウム「主権国家「再考」」において報告が予定

されている。加えて、この研究では、2016年度以来の協力関係をもとにケンブリッジ大学の J.Morrill教授

などを招聘して研究交流をもつとともに、自らスウェーデンのルンド大学を訪問して H.Gustafsson教授や

コペンハーゲン大学の G.Lind教授らとも意見交換を行った。同時に、研究分担者として「ヨーロッパ東部

境界地域における他者概念の形成と空間的再構成」、「ジャコバン主義の再検討：「王のいる共和政」の国際

比較研究」にも参画し、それぞれの研究を進めた。とりわけ後者においては、19 世紀初頭に成立したスウ

ェーデンの姿を「ジャコバンの王国」と銘打ち、1809 年政体法に至る変革を主導した政治的主体としてウ

ップサーラ大学に集ったユンタン（学生結社）らの活動に注目、とりわけ 1790年代の彼らの動向を整理し

た。 

 


